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 台風２３号で室町・室新町・西はぜ町で土砂
 高松市

あけましておめでとうございます。 

本年もよろしくお願い申し上げます  
議会定例会は１２月４日から１７

開催され、２００４年度一般会計補

３議案を原案通り可決。補正後の一

二百十五億百万円となり、専決処分

風２３号災害復旧費は七億三千五

議員提出議案は「北方領土問題の解

決議」他２件議決。 

会便り是非ご覧下さい） 

は１２月１０日午後行われ、人事問

関連、道路行政、中心部適正配置に

正配置のうち、校区修正については、

問をおこなった。２Ｐに質問記載 

年は６０歳ではない！ 

和59年９月22日、条例第20

定年等に関する条例制定により、

決められたが、医師、歯科医師

、同条例３条にかかれている技

務、調理、衛生などに従事する

３歳となっている。現在６１歳

は市長部門・教育委員会で合計

併調印済み、協議中の６町の条

一するとしている。６町中１町

年をだが、５町は６０歳定年。

高松市に合すことにより、義務

）が増大。組合との書面協定見

べきだが、市長は研究したいと

答弁。なお、中核市35市中 63

め４市のみ。大半は改善済。 

地・バス停留所用地協力 

松線すみれ団地前の南行きバス

え停留所用地割愛を住宅課に要

するとの回答。高松養護学校生

住民に朗報。 

高松市議会議員   香川洋二 
崩れ、落石が発生。危険地帯における安全対策

ならびに情報提供を求めた。道路課はじめ関係

課で地域住民に説明会を開催するとのこと。（自

治会を通じ連絡。１月中に開催予定） 

校区修正で教育委員会は真実を！ 

８月２６日臨教会議録非公開 

１２月１０日一般質問で塩津教育部長は「栗林小

学校と花園小学校との校区修正は適正配置審議会

の答申を受けた直後の教育委員会臨時会で議決済」

と答弁。校区修正と統廃合の違いは、校区修正は、

５人の教育委員で決定できるが、統廃合は議会の承

認が必要。しかし、１０月定例会議事録によれば、

教育委員長自ら、未議決の意味ある発言。また、会

議録をもとに、二川議員が教育民生常任委員会で質

問。委員会では「まだ、校区修正は修正可である」

という本会議と逆の発言。１７日議会終了後、教育

長と確認の会談を行ったが、８月２６日の臨時会会

議録に関しては、開示できないと答弁。また、議会

改善策として９月定例会から、常任委員会で議員質

問が可能になったことを、教育長を除く４教育委員

に未周知だったことも判明。議会軽視もはなはだし

いし、議員の体質も問題。我田引水の議会報告は、

教育長を除く４人の委員を傀儡に仕立て、意のまま

に教育行政を推進しようとする表れ。教育委員会上

層部の隠蔽体質を打破すべき。まお、会談２時間後、

教育長から「言い忘れていたが、当日は非公開でし

た」との電話連絡。あきれてものが言えなかった。

公開非公開は議事録を見れば一目瞭然。また、開示

できない要因をつくった。この適正配置問題は、市

民と共に意見を交え中で推進すべきだが、将来行わ

れるであろう他校区の統廃合や合併後の校区見直

し時、同様な住民の声を聞かない体質が続く限り、

高松の人づくりは闇の世界に引き込まれる。友人曰

「嘘つきは○○○○会の始まり」と一刀両断。 



2004年１２月定例会一般質問内容 

１．人事制度 

①過去の昇任試験制度を再考し、職員の資質向上の

ため復活する考え 

②市長部門、教育委員会部門に勤務している61歳から63歳

までの技能職員の部門別及び年齢別の人数 

③技能職員の63歳定年を見直す考え 

④来年度予算における具体的人件費抑制策 

２．台風２３号関係 

①災害等危機管理下で正確な情報収集のため県と共

同で通報ガイドラインを定め協力体制の確立を図る

考え。市施設ならびにボランティア団体等緊急連絡

網の再検討と情報の共有化を促進する考え 

②災害時における市民ボランティア活動と行政の関係について

ボランティア団体と話し合い、合意を得られた内容によっては

地域防災計画に盛り込む考え 

③兵庫町等市内中心部における浸水の原因と改善策 

④落石等不安を感じている危険地域の住民へ、現況、事故防止

対策等を積極的に説明する考え 

⑤災害時におけるペット保護等に関して、香川県獣医師会と話

し合いを持ち、地域防災計画の中に盛り込む考え 

３．道路行政 

養護学校等へ通学する児童・生徒、また、住民の安全と利便性

のため、すみれ団地の一角を停留所として割愛する考え 

４．中心部小中学校適正配置 

①該当する校区のPTA、団体等に対する説明状況と今後予定し

ている説明会 

②適正配置に関し、国の特区制度など利用して、新しい学校づ

くりを進める考え 

③答申では障害児学級に触れてないが、統廃合等においてどう

扱うのか。 

④松島小学校と光洋中学校の敷地を活用して整備する統合校に

おいて視野に入れている小中一貫教育は、一部教科の連携なの

か、６・３制から５・４制等まで踏み込むのか具体的な考え 

⑤栗林小学校と花園小学校との校区修正は18年度入学児童か

ら行うのか。教育委員会における校区修正の議決はどうなるの

か。議決済みならば、いつの教育委員会会議か。 

⑥特例地区・慣例地区の見直しは該当校区のみなのか。行うと

すればどの地域か。教育委員会は全市的に特例区・慣例区を見

直し、扱いを明確化すべき。 

⑦中心部小中学校の意思決定済みの新設統合校について、教育

委員会と地域住民との相互理解のために、コミュニティー・エ

ンパワーメント・プログラムを導入する考え 

 

今回の校区修正についての質問

ームページ、http://www.kaga

ＰＤＦで全文ご覧いただけます

 

偏見と独断2004高松市ニ

 

台風１６号２３号本市に大きな爪痕を残す

 

波照間島淡水化プラント視察  栗林小1

 

栗林プレーパーク順調に推移    新市

高松市議会議員  香川洋

メールmoegi@mail.netwave.or.jp

情報は http://www.kagawa

℡868-1618 Fax 868-0
１２月２０日「栗林校区

を考える会」第５回検討

会 教育委員会幹部と討

論。当日は地域説明会で
の説明と矛盾した答弁。
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